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Wd,t = tf(t,d) × idf(t)





















givj : iから vを通過して jに到達する最短経路の数








































(eii − a2i ) = Tr(e)− ||e||2

















































































































































































































A B 無 A B 無C
無 A B C 無
A B 無C A B 無C A B 無C D
1
2 3



























3さん 1 1 3
5さん 0 1 4
21さん 1 1 0









Fromi,n :フロー iにおけるメンバ nの Fromの回数
Toi,n :フロー iにおけるメンバ nの Toの回数
Cci,n :フロー iにおけるメンバ nのCcの回数
|Fi| :フロー iのメールの数
フロー iのメンバの重要度ベクトル ~Biは以下のように定義する．















3さん 2 2 2
53さん 0 0 0
1269さん 1 2 0
この隣接行列は，p行 q列の要素は p行に対応する人が，q行に対応する人に
メールを送信した回数を表す．フロー iの p行 q列の要素を αi,p,qとすると特徴量
は以下のように算出する．
ci,p,q = log(αi,p,q + 1)
αi,p,q : フロー iにおいて p行に対応する人が q列に対応する人にメールを送信し
た数
そして，フロー構造ベクトル ~Ci以下のように定義する．
~Ci = (ci,n1,n1 , ci,n1,n2 , . . . , ci,n1,nN , ci,n2,n1 , ci,n2,n2 , . . . , ci,n2,nN , . . . , ci,nN ,n1 , ci,nN ,n2 , . . . , ci,nN ,nN )
N :クラスタリングにかけるフローのメンバの総人数













































































フローNo 9882 9912 9210 9401 5251 4980 9172 6454
1通目のメールのクラスタNo 1 6 6 7 5 7 7 7
2通目のメールのクラスタNo 1 6 6 3 7 7 4 4




































































































クラスタNo1 クラスタNo2 クラスタNo3 クラスタNo4
研究 5 3 2 6






No1 No2 No3 No4 No5 No6 No7
研究打ち合わせ 6 0 1 0 0 0 1
研究会 3 0 0 0 4 1 0
無線 LAN故障 0 4 0 0 0 0 0

























































































































































































































































































切断した相対距離 0.4 0.16 0.42




















































































粗い分類 細かい分類 No1 No2 No3 No4 No5









粗い分類 細かい分類 No1 No2 No3 No4
授業 授業 a 12
授業 b 3 1
研究会 a学会誌 2 10
b研究会座長 9
b研究会査読 7 3
ネットワーク Key変更 2 4 4
アクセスポイント故障 3
その他 その他 3 3 3
表 4.8: 提案手法による分類結果
粗い分類 細かい分類 No1 No2 No3 No4 No5 No6 No7 No8
授業 授業 a 9 3




ネットワーク Key変更 2 1 7
アクセスポイント故障 3











No1 No2 No3 No4 No5







No1 No2 No3 No4









No1 No2 No3 No4 No5 No6 No7 No8
Key変更 1 9
アクセスポイント故障 3
ネットワークスイッチの設置（新） 4 1 1
ネットワークスイッチの設置（旧） 3
サブネット申請 4
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